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地球研プロジェクト会議議事録
日時： 2002年 1月 1 日（月） 10:10・12:10
場所：低温研所長室
参加者：若士、本堂、原、大畑、成田、中塚、立花、白岩
1.若土所長より地球研プロジェクトに関する概略説明
地球研は平成 13年度から活動を開始し、毎年 5件のプロジェクトを立ち上げ、 6年間で
その活動を軌道に乗せようとしている。最終的には 15のプロジェクトが並立して動いてい
ることになる。低温研としても、地球研と連携して共同プロジェクトを立ち上げることに
決定した。まずは、平成 14年度から新しいプロジェクトのインキュベーション研究を始め、
平成 15年からフィージビリティ研究、そして平成 16年度から本研究に移行したい。この
新プロジェクトは白岩が実務を担当する。ただし、地球研の客員教授（H.14.12.01・H.15.11.30)
として任命された原教授が新プロジェクトのリーダーとして当面は行動する。 一方、平成
15年度から成田助教授を地球研に流動定員として送るべく概算要求を提出した。新プロジ
ェクトについては、コアメンバーをここに出席している方々に粛藤誠一教授（北大水産学
部）を加え、構成する。後に人文関係の研究者を加える必要が出てこよう。
質問：地球研プロジェクトの予算と規模はどれくらいか？
答え：予算はインキュベーション研究 300万円、フィージビリティ研究 1000万円、本研究
0.5-1億円／年である。本研究は審査を経ながら 5年継続する。また人数の規模はプ
ロジェクトによりまちまちであるが、オアシスプロジェクトを例にすると、コアメ
ンバー10人程度、全てのメンバーで 40人規模である。
質問：今日の会議の目的を聞きたい。
答え：低温研で今後進める予定のプロジェクトと整合性を取りながら、うまく連携して地
球研プロジェクトを進めたい。 21世紀 COEの枠組みでも地球研プロジェクトをサ
ポートしたい。基本的には地球研プロジェクトを低温研でオーソライズする会議だ
と思って欲しい。
2.白岩助手からプロジェクト案に関する概略の説明
8月に地球研の概算要求として配布した資料、およびそれに基づいてもう少し詳しく説明
したプロジェクト案を配布した。タイトルは「北東アジアの人間活動が北太平洋の生物生
産に与える影響評価j とし、地球研における研究軸は「人間活動評価」に、研究プログラ
ムは「政治システムの変革に代表される価値観の変化や産業・経済活動が及ぼす地球環境
への影響評価」に位置づけた。プロジェクト案の概略を説明するが、現在はインキュベー
ション研究の期間であり、この案をたたき台として来春までによりよい案に改良したいと
考えている。
本案の主要な課題は、アジア大陸の土地利用の変化が物質循環を通じてオホーツク海の
生物生産、特に魚類のバイオマス変動にどのような影響を与えているかを解明し、将来の
水産資源を適正に確保するために、陸域の土地利用を如何に管理するかを提案することで
ある。北太平洋（含むオホーツク海）におけるイワシやサンマのバイオマスは周期70年
程度で変動し、気候のレジームシフトと良く一致することが知られている。これらのバイ
オマス変動を引き起こす原因を気候変動と連動した陸域起源の鉄等の微量金属や腐食物質
の海洋への供給量変動に求めた。具体的には、アジア内陸を起源とする風成塵の海洋への
流入と、アムール川という大河川を通じたシベリア森林地帯からの鉄等の微量金属や腐食
物質供給である。これらの供給の時間変動を、海底堆積物と北太平洋（含むオホーツク海）
を取り巻く周辺陸域に発達する氷河コアから過去 2000年に遡って年々の精度で復元する。
一方、魚類のバイオマス変動は、考古学的なデータや、江戸末期からの文献資料によって
推測することが可能である。これらの時系列データを比較することより、過去2000年間の
人間と水産資源との関係を明らかにし、将来の環境変化時に我々がとるべき対応を、特に
陸域の土地利用が海洋のバイオマス生産に与える影響に焦点を絞り、提案したいというの
が本プロジェクトの主目的である。
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